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第 3 章においては溶質濃度が周期的変動をとる Cu-Ti 合金の応力腐食割れ試験を行った結果につ
いてのベた。まず Cu一一 (2~4)%Ti 合金において応力腐食割れがおこることを確認し，ついで、合金組
成及び熱処理と応力腐食割れとは密接な関連があることを明らかにしたO
第 4 章では高強度をもち実用性の高い Cu- 4 %Ti 合金について応力腐食割れ感受性と時効処理と
の関連を詳細に検討し，本合金の時効処理材の著しく高い応力腐食割れ感受性は，時効によって生成
した変調構造に原因していると結論しだ。
第 5 章においては Cu-Ti 合金の応力腐食割れに対する溶液の pH，アンモニア濃度及び銅イオン濃
度の影響を研究し，腐食反応及びその律速過程を明らかにした。そして割れ先端における銅の溶解反
応が応力腐食割れ感受性を支配している主因であることを示した。
第 6 章ではまずはじめに CuーTi 合金の応力腐食割れは割れ先端での活性溶解にもとづくメカノケ
ミカル機構によって説明されることを示した。ついで、以上の研究から得られた Cu-Ti 合金について
の応力腐食割れ機構は，他の銅合金でも適合しうることをのべ，本研究成果の普遍性を示した。
第 7 章は本研究の結論であり，上記研究結果の概要をのベた。
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論文の審査結果の要旨
工業上極めて重要な金属材料の応力腐食割れは，これまで主として電気化学的研究がなされてきた
が，応力腐食割れにおける合金の微細組織の役割については，不明確な点が多かったO 本論文は応力
腐食割れが合金組織と密接な関連をもつことを明らかにし，銅合金の応力腐食割れ機構を究明したも
のである。
まずはじめに，銅合金の中で最も多く使用されている黄銅について，従来から不明確で、あった合金
の転位組織と応力腐食割れとの関連を追求し，転位配列は応力腐食割れに一義的関係をもたないこと
を明確に示し，応力腐食割れは合金中の溶質濃度の局部的偏在にもとづいていると推論している。
ついで，時効した Cu一Ti 合金に応力腐食割れのあることをはじめて見出し，溶質濃度のゆらぎが
応力腐食割れをおこすとする予測を実証することに成功している。
Cu-Ti 合金の時効処理による変調構造と応力腐食割れとの関係を詳細に研究し，更にこれらの関
係に対する溶液の pH ，アンモニア濃度及び銅イオン濃度の影響を調べ，本系合金の応力腐食割れは
メカノケミカル機構によることを提案し この機構が広く他の銅合金の応力腐食割れに適用できるこ
とを示している。
以上の研究成果は冶金学的にも工業的にも寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文とし
て{面{直あるものと認;める。
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